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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信のための方法であって、
　１または複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケー
タ・メッセージをユーザ機器において受信することと、
　サービス提供アクセス・ポイントから、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）が
、レポートされるべきである物理アップリンク制御チャネルのためのビット量を示すイン
ジケーションを受信することと、
　１または複数のサブキャリアについてサービス提供アクセス・ポイントへレポートする
情報を、前記干渉過負荷インジケータ・メッセージにおける情報に基づいて、前記ユーザ
機器において計算することと、ここで、前記計算された情報は、ＰＳＤ＿Ｍａｘであり、
前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、前記受信されたビット量を示すインジケーションによって示され
た、前記物理アップリンク制御チャネルの１または複数のビットでレポートされる、
　前記計算された情報を、前記サービス提供アクセス・ポイントにレポートされるべきそ
の他の情報とともに、前記ユーザ機器において多重化することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、複数のサブキャリアについてレポートされる、請求項１に記載
の方法。
【請求項３】
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　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の異なるインス
タンスにおいて異なるサブキャリアについてレポートされる、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ビット数は、前記サービス提供アクセス・ポイントによって設定可能である、請求
項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記多重化することは、前記計算された情報を、前記レポートされるべきその他の情報
とは異なる周期で前記サービス提供アクセス・ポイントへ送信することを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項６】
　前記多重化することは、前記計算された情報を、前記レポートされるべきその他の情報
とともに、物理アップリンク制御チャネルの単一のインスタンスにおいて多重化すること
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記多重化することは、
　前記計算された情報を、前記レポートされるべきその他の情報とともに、１または複数
の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において、第１の分解能で多重化するこ
とと、
　前記計算された情報を、１または複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコル・デー
タ・ユニット（ＭＰＤＵ）において、第２の分解能で送信することと、
　を備える請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記レポートされるべきその他の情報は、ダウンリンク・データ・チャネルに関する、
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、事前符号化行列インデクス（ＰＭＩ）、ランキン
グ・インジケーション（ＲＩ）、または、アクノレッジメント（ＡＣＫ）／否定的アクノ
レッジメント（ＮＡＣＫ）メッセージのうちの少なくとも１つを備える、請求項１に記載
の方法。
【請求項９】
　無線通信のための方法であって、
　ユーザ機器に、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）が、レポートされるべきで
ある物理アップリンク制御チャネルのビット量を示すインジケーションを送信することと
、
　過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信することと、こ
こで、前記情報は、レポートされるべきその他の情報とともに多重化されており、前記受
信された情報は、最大電力スペクトル密度であり、前記最大電力スペクトル密度は、前記
送信されたビット量を示すインジケーションによって示された、前記物理アップリンク制
御チャネルの１または複数のビットでレポートされる、
　前記受信された情報に基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行することと、
　を備える方法。
【請求項１０】
　１または複数の干渉過負荷インジケータ・メッセージを、近隣のアクセス・ポイントに
よってサービス提供されている１または複数のユーザ機器に送信することをさらに備える
、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、複数のサブキャリアについて受信される、請求項９に記載の方
法。
【請求項１２】
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の異なるインス
タンスにおいて異なるサブキャリアについて受信される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
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　前記ビット数は、サービス提供アクセス・ポイントによって設定可能である、請求項９
に記載の方法。
【請求項１４】
　前記情報は、前記レポートされるべきその他の情報とは異なる周期で受信される、請求
項９に記載の方法。
【請求項１５】
　前記情報と、前記レポートされるべきその他の情報とは、物理アップリンク制御チャネ
ルの単一のインスタンスで受信される、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　前記受信することは、
　前記情報を、１または複数の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において、
第１の分解能で受信することと、
　前記情報を、１または複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコル・データ・ユニッ
ト（ＭＰＤＵ）において、第２の分解能で受信することと、
　を備える請求項９に記載の方法。
【請求項１７】
　前記レポートされるべきその他の情報は、ダウンリンク・データ・チャネルに関する、
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、事前符号化行列インデクス（ＰＭＩ）、ランキン
グ・インジケーション（ＲＩ）、または、アクノレッジメント（ＡＣＫ）／否定的アクノ
レッジメント（ＮＡＣＫ）メッセージのうちの少なくとも１つを備える、請求項９に記載
の方法。
【請求項１８】
　無線通信のための装置であって、
　１または複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケー
タ・メッセージを受信する手段と、
　サービス提供アクセス・ポイントから、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）が
、レポートされるべきである物理アップリンク制御チャネルのためのビット量を示すイン
ジケーションを受信する手段と、
　１または複数のサブキャリアについてサービス提供アクセス・ポイントへレポートする
情報を、前記干渉過負荷インジケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算する手段
と、ここで、前記計算された情報は、最大電力スペクトル密度であり、前記最大電力スペ
クトル密度は、前記受信されたビット量を示すインジケーションによって示された、前記
物理アップリンク制御チャネルの１または複数のビットでレポートされる、
　前記計算された情報を、前記サービス提供アクセス・ポイントにレポートされるべきそ
の他の情報とともに多重化する手段と、
　を備える装置。
【請求項１９】
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、複数のサブキャリアについてレポートされる、請求項１８に記
載の装置。
【請求項２０】
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の異なるインス
タンスにおいて異なるサブキャリアについてレポートされる、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記ビット数は、前記サービス提供アクセス・ポイントによって設定可能である、請求
項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　前記多重化する手段は、前記計算された情報を、前記レポートされるべきその他の情報
とは異なる周期で前記サービス提供アクセス・ポイントへ送信する手段を備える、請求項
１８に記載の装置。
【請求項２３】
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　前記多重化する手段は、前記計算された情報を、前記レポートされるべきその他の情報
とともに、物理アップリンク制御チャネルの単一のインスタンスにおいて多重化する手段
を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２４】
　前記多重化する手段は、
　前記計算された情報を、前記レポートされるべきその他の情報とともに、１または複数
の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において、第１の分解能で多重化する手
段と、
　前記計算された情報を、１または複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコル・デー
タ・ユニット（ＭＰＤＵ）において、第２の分解能で送信する手段と、
　を備える請求項１８に記載の装置。
【請求項２５】
　前記レポートされるべきその他の情報は、ダウンリンク・データ・チャネルに関する、
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、事前符号化行列インデクス（ＰＭＩ）、ランキン
グ・インジケーション（ＲＩ）、または、アクノレッジメント（ＡＣＫ）／否定的アクノ
レッジメント（ＮＡＣＫ）メッセージのうちの少なくとも１つを備える、請求項１８に記
載の装置。
【請求項２６】
　無線通信のための装置であって、
　ユーザ機器に、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）が、レポートされるべきで
ある物理アップリンク制御チャネルのビット量を示すインジケーションを送信する手段と
、
　過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信する手段と、こ
こで、前記情報は、レポートされるべきその他の情報とともに多重化されており、前記受
信された情報は、最大電力スペクトル密度であり、前記最大電力スペクトル密度は、前記
送信されたビット量を示すインジケーションによって示された、前記物理アップリンク制
御チャネルの１または複数のビットでレポートされる、
　前記受信された情報に基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行する手段と、
　を備える装置。
【請求項２７】
　１または複数の干渉過負荷インジケータ・メッセージを、近隣のアクセス・ポイントに
よってサービス提供されている１または複数のユーザ機器に送信する手段をさらに備える
、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、複数のサブキャリアについて受信される、請求項２６に記載の
装置。
【請求項２９】
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の異なるインス
タンスにおいて異なるサブキャリアについて受信される、請求項２８に記載の装置。
【請求項３０】
　前記ビット数は、サービス提供アクセス・ポイントによって設定可能である、請求項２
６に記載の装置。
【請求項３１】
　前記情報は、前記レポートされるべきその他の情報とは異なる周期で受信される、請求
項２６に記載の装置。
【請求項３２】
　前記情報と、前記レポートされるべきその他の情報とは、物理アップリンク制御チャネ
ルの単一のインスタンスで受信される、請求項２６に記載の装置。
【請求項３３】
　前記受信する手段は、



(5) JP 5678065 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

　前記情報を、１または複数の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において、
第１の分解能で受信する手段と、
　前記情報を、１または複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコル・データ・ユニッ
ト（ＭＰＤＵ）において、第２の分解能で受信する手段と、
　を備える請求項２６に記載の装置。
【請求項３４】
　前記レポートされるべきその他の情報は、ダウンリンク・データ・チャネルに関する、
チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、事前符号化行列インデクス（ＰＭＩ）、ランキン
グ・インジケーション（ＲＩ）、または、アクノレッジメント（ＡＣＫ）／否定的アクノ
レッジメント（ＮＡＣＫ）メッセージのうちの少なくとも１つを備える、請求項２６に記
載の装置。
【請求項３５】
　１または複数のプロセッサによって実行可能な、格納された命令群を有するコンピュー
タ読取可能な記憶媒体であって、前記命令群は、
　１または複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケー
タ・メッセージを受信するための命令群と、
　サービス提供アクセス・ポイントから、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）が
、レポートされるべきである物理アップリンク制御チャネルのためのビット量を示すイン
ジケーションを受信するための命令群と、
　１または複数のサブキャリアについてサービス提供アクセス・ポイントへレポートする
情報を、前記干渉過負荷インジケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算するため
の命令群と、ここで、前記計算された情報は、最大電力スペクトル密度であり、前記最大
電力スペクトル密度は、前記受信されたビット量を示すインジケーションによって示され
た、前記物理アップリンク制御チャネルの１または複数のビットでレポートされる、
　前記計算された情報を、前記サービス提供アクセス・ポイントにレポートされるべきそ
の他の情報とともに多重化するための命令群と、
　を備えるコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項３６】
　１または複数のプロセッサによって実行可能な、格納された命令群を有するコンピュー
タ読取可能な記憶媒体であって、前記命令群は、
　ユーザ機器に、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）が、レポートされるべきで
ある物理アップリンク制御チャネルのビット量を示すインジケーションを送信するための
命令群と、
　過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信するための命令
群と、ここで、前記情報は、レポートされるべきその他の情報とともに多重化されており
、前記受信された情報は、最大電力スペクトル密度であり、前記最大電力スペクトル密度
は、前記送信されたビット量を示すインジケーションによって示された、前記物理アップ
リンク制御チャネルの１または複数のビットでレポートされる、
　前記受信された情報に基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行するための命令群
と、
　を備えるコンピュータ読取可能な記憶媒体。
【請求項３７】
　無線通信のための装置であって、
　１または複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケー
タ・メッセージを受信し、
　サービス提供アクセス・ポイントから、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）が
、レポートされるべきである物理アップリンク制御チャネルのためのビット量を示すイン
ジケーションを受信し、
　１または複数のサブキャリアについてサービス提供アクセス・ポイントへレポートする
情報を、前記干渉過負荷インジケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算し、ここ
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で、前記計算された情報は、最大電力スペクトル密度であり、前記最大電力スペクトル密
度は、前記受信されたビット量を示すインジケーションによって示された、前記物理アッ
プリンク制御チャネルの１または複数のビットでレポートされる、
　前記計算された情報を、前記サービス提供アクセス・ポイントにレポートされるべきそ
の他の情報とともに多重化する、
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサを備える、装置。
【請求項３８】
　無線通信のための装置であって、
　ユーザ機器に、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）が、レポートされるべきで
ある物理アップリンク制御チャネルのビット量を示すインジケーションを送信し、
　過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信し、ここで、前
記情報は、レポートされるべきその他の情報とともに多重化されており、前記受信された
情報は、最大電力スペクトル密度であり、前記最大電力スペクトル密度は、前記送信され
たビット量を示すインジケーションによって示された、前記物理アップリンク制御チャネ
ルの１または複数のビットでレポートされる、
　前記受信された情報に基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行する、ように構成
された少なくとも１つのプロセッサを備える、装置。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　本特許発明は、本願の譲受人に譲渡され、本明細書において参照によって明確に組み込
まれている２００９年８月１９日出願の“過負荷インジケーションに対する最大電力スペ
クトル密度レポート”（Maximum Power Spectral Density Reporting to Overload Indic
ations）と題された米国仮出願６１／２３５，２９２号に対する優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般に、通信に関し、さらに詳しくは、無線通信システムネットワークにお
けるセル間干渉調整に関する。
【背景技術】
【０００３】
　第３世代パートナシップ計画ロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ）は、セルラ
技術における主要な進歩を呈しており、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ（登録商
標））およびユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ）
の自然発展形として、セルラ３Ｇサービスにおいて先行する次のステップである。ＬＴＥ
は、最大で毎秒５０メガビット（Ｍｂｐｓ）のアップリンク速度と、最大で１００Ｍｂｐ
ｓのダウンリンク速度とを提供し、セルラ・ネットワークに対して多くの技術的な利点を
もたらす。ＬＴＥは、この１０年間に向けての、高速データおよびマルチメディア伝送の
みならず、高キャパシティの音声サポートに関するキャリア・ニーズを満足するように設
計されている。帯域幅は、１．２５ＭＨｚから２０ＭＨｚまでスケール可能である。これ
は、異なる帯域幅割当を有する異なるネットワーク・オペレータのニーズに適合し、また
、オペレータが、スペクトルに基づいて異なるサービスを提供することを可能にする。Ｌ
ＴＥはまた、３Ｇネットワークにおけるスペクトル効率を高め、もって、キャリアが、与
えられた帯域幅で、より多くのデータ・サービスおよび音声サービスを提供することを可
能にすることが期待されている。ＬＴＥは、高速データ・サービス、マルチメディア・ユ
ニキャスト・サービス、およびマルチメディア・ブロードキャスト・サービスを含む。
【０００４】
　ＬＴＥ規格の物理レイヤ（ＰＨＹ）は、エンハンスト基地局（ｅノードＢ）とモバイル
・ユーザ機器（ＵＥ）との間でデータおよび制御情報の両方を伝送する非常に効率的な手
段である。ＬＴＥ　ＰＨＹは、セルラ・アプリケーションに新しい、先進技術を使用する
。これらは、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）および複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）デ
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ータ送信を含んでいる。さらに、ＬＴＥ　ＰＨＹは、ダウンリンク（ＤＬ）において直交
周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）を用い、アップリンク（ＵＬ）においてシングル・キ
ャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を用いる。ＯＦＤＭＡによって、データが
、指定された数のシンボル期間にわたって、サブキャリア毎ベースで、複数のユーザとの
間で送られるようになる。
【０００５】
　ＬＴＥアドバンストは、４Ｇサービスを提供するための発展中のモバイル通信規格であ
る。３Ｇ技術として定義されているＬＴＥは、例えば、最大で１Ｇｂｉｔ／ｓのピーク・
データ・レートを提供するような、インターナショナル・テレコミュニケーション・ユニ
オンによって定義され、インターナショナル・モバイル・テレコミュニケーション・アド
バンスト（ＩＭＴアドバンスト）とも称される４Ｇのための要件を満足しない。ＬＴＥア
ドバンストはさらに、ピーク・データ・レートの他に、セル端部における向上されたパフ
ォーマンスと電力状態との間のより高速な切換を目的としている。
【発明の概要】
【０００６】
　本開示のある態様は、無線通信のための方法を提供する。この方法は一般に、１または
複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケータ・メッセ
ージを受信することと、１または複数のサブキャリアについてレポートする情報を、過負
荷インジケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算することと、計算された情報を
、サービス提供アクセス・ポイントにレポートされるべき他の情報とともに多重化するこ
とと、を含む。
【０００７】
　本開示のある態様は、無線通信のための方法を提供する。この方法は一般に、過負荷イ
ンジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信することと、ここで、この
情報は、レポートされるべき他の情報とともに多重化されている、受信された情報に基づ
いて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行することと、を含む。
【０００８】
　本開示のある態様は、無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、１または
複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケータ・メッセ
ージを受信するためのロジックと、１または複数のサブキャリアについてレポートする情
報を、過負荷インジケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算するためのロジック
と、計算された情報を、サービス提供アクセス・ポイントにレポートされるべき他の情報
とともに多重化するためのロジックと、を含む。
【０００９】
　本開示のある態様は、無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、過負荷イ
ンジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信するためのロジックと、こ
こで、この情報は、レポートされるべき他の情報とともに多重化されている、受信された
情報に基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行するためのロジックと、を含む。
【００１０】
　本開示のある態様は、無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、１または
複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケータ・メッセ
ージを受信する手段と、１または複数のサブキャリアについてレポートする情報を、過負
荷インジケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算する手段と、計算された情報を
、サービス提供アクセス・ポイントにレポートされるべき他の情報とともに多重化する手
段と、を含む。
【００１１】
　本開示のある態様は、無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、過負荷イ
ンジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信する手段と、ここで、この
情報は、レポートされるべきその他の情報とともに多重化されている、受信された情報に
基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行する手段と、を含む。
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【００１２】
　ある態様は、１または複数のプロセッサによって実行可能な、格納された命令群を有す
るコンピュータ読取可能な媒体を備える、無線通信のためのコンピュータ・プログラム製
品を提供する。これら命令群は一般に、１または複数の近隣のアクセス・ポイントから、
１または複数の干渉過負荷インジケータ・メッセージを受信するための命令群と、１また
は複数のサブキャリアについてレポートする情報を、過負荷インジケータ・メッセージに
おける情報に基づいて計算するための命令群と、計算された情報を、サービス提供アクセ
ス・ポイントにレポートされるべきその他の情報とともに多重化するための命令群と、を
含む。
【００１３】
　ある態様は、１または複数のプロセッサによって実行可能な、格納された命令群を有す
るコンピュータ読取可能な媒体を備える、無線通信のためのコンピュータ・プログラム製
品を提供する。これら命令群は一般に、過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユー
ザ機器から情報を受信するための命令群と、ここで、この情報は、レポートされるべきそ
の他の情報とともに多重化されている、受信された情報に基づいて、セル間干渉調整（Ｉ
ＣＩＣ）を実行するための命令群と、を含む。
【００１４】
　本開示のある態様は、無線通信のための装置を提供する。この装置は一般に、１または
複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケータ・メッセ
ージを受信し、１または複数のサブキャリアについてレポートする情報を、過負荷インジ
ケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算し、計算された情報を、サービス提供ア
クセス・ポイントにレポートされるべきその他の情報とともに多重化する、ように構成さ
れた少なくとも１つのプロセッサを含む。
【００１５】
　本開示のある態様は、無線通信のための装置を提供する。この装置は、一般に、過負荷
インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信し、ここで、この情報は
、レポートされるべきその他の情報とともに多重化されている、受信された情報に基づい
て、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行する、ように構成された少なくとも１つのプロセ
ッサを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　本開示の上述した特徴が、より詳細に理解される方式で、簡潔に要約された具体的な記
載が、態様に対する参照によってなされている。そして、それらの幾つかは、添付図面で
例示されている。しかしながら、この記載は、その他の等しく有効な態様に対しても当て
はまるので、添付図面は、本開示のある典型的な態様のみを示しており、この範囲を限定
するものとして考慮されないことが注目されるべきである。
【図１】図１は、本開示のある態様にしたがう多元接続無線通信システムを例示する。
【図２】図２は、本開示のある態様にしたがう複数入力複数出力（ＭＩＭＯ）通信システ
ムのブロック図を例示する。
【図３】図３は、本開示のある態様にしたがう無線通信システムを例示する。
【図４】図４は、本開示のある態様にしたがって、セル間干渉調整のために過負荷インジ
ケータを利用する無線通信システムを例示する。
【図５】図５は、本開示のある態様にしたがって、過負荷インジケータに応じて情報をレ
ポートするために、ユーザ機器によって実行されうる動作の例を例示する。
【図６】図６は、本開示のある態様にしたがって、過負荷インジケータに応じて情報を受
信するために、アクセス・ポイントによって実行されうる動作の例を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　さまざまな態様が、図面を参照して記載される。以下の記載では、説明の目的のために
、１または複数の態様の完全な理解を提供するために、多くの具体的な詳細が述べられる
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。しかしながら、このような態様は、これら具体的な詳細無しで実現されることが明らか
であることが明白でありうる。
【００１８】
　本願で使用されるように、用語「構成要素」、「モジュール」、「システム」等は、ハ
ードウェア、ファームウェア、ハードウェアとソフトウェアとの組み合わせ、ソフトウェ
ア、あるいは実行中のソフトウェアのうちの何れかであるコンピュータ関連エンティティ
を含むことが意図されている。例えば、構成要素は、限定される訳ではないが、プロセッ
サ上で実行中のプロセス、プロセッサ、オブジェクト、実行形式、実行スレッド、プログ
ラム、および／またはコンピュータでありうる。例示によれば、コンピューティング・デ
バイス上で実行中のアプリケーションと、コンピューティング・デバイスとの両方が構成
要素となりうる。１または複数の構成要素は、プロセスおよび／または実行スレッド内に
存在し、構成要素は、１つのコンピュータに局在化されるか、および／または、２つ以上
のコンピュータに分散されうる。さらに、これらの構成要素は、さまざまなデータ構造を
格納したさまざまなコンピュータ読取可能な媒体から実行可能である。これら構成要素は
、例えば、信号によってローカル・システムや分散システム内の他の構成要素とインタラ
クトする１つの構成要素からのデータ、および／または、他のシステムを備えた例えばイ
ンターネットのようなネットワークを介して他の構成要素とインタラクトする１つの構成
要素からのデータのような１または複数のデータのパケットを有する信号にしたがって、
ローカル処理および／またはリモート処理によって通信することができる。
【００１９】
　さらに、本明細書では、さまざまな態様が、有線端末または無線端末でありうる端末と
関連して開示される。端末は、システム、デバイス、加入者ユニット、加入者局、移動局
、モバイル、モバイル・デバイス、遠隔局、遠隔端末、アクセス端末、ユーザ端末、端末
、通信デバイス、ユーザ・エージェント、ユーザ・デバイス、またはユーザ機器（ＵＥ）
とも称されうる。無線端末は、セルラ電話、衛星電話、コードレス電話、セッション開始
プロトコル（ＳＩＰ）電話、無線ローカル・ループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ
）、無線接続機能を有するハンドヘルド・デバイス、コンピューティング・デバイス、あ
るいは、無線モデムに接続されたその他の処理デバイスでありうる。さらに、本明細書で
は、さまざまな態様が、基地局に関して記載される。基地局は、無線端末と通信するため
に利用され、アクセス・ポイント、ノードＢ、あるいはその他いくつかの用語で称されう
る。
【００２０】
　さらに、用語「または」は、排他的な「または」ではなく、包括的な「または」を意味
することが意図されている。すなわち、別に示されていない場合、あるいは、文脈から明
らかではない場合、「ＸはＡまたはＢを適用する」という句は、自然な包括的な置き換え
のうちの何れかを意味することが意図されている。すなわち、「ＸはＡまたはＢを使用す
る。」という句は、以下の例のうちの何れによっても満足される。ＸはＡを使用する。Ｘ
はＢを使用する、あるいは、ＸはＡとＢとの両方を使用する。さらに、本願および特許請
求の範囲で使用されているような冠詞“ａ”および“ａｎ”は、特に指定されていない場
合、あるいは、単数を対象としていることが文脈から明らかではない場合、一般に、「１
または複数」を意味するものと解釈されるべきである。
【００２１】
　本明細書に記載された技術は、例えば符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時
分割多元接続（ＴＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク
、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、シングル・キャリアＦＤＭＡ（
ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワーク等のような様々な無線通信ネットワークのために使用され
る。「システム」、「ネットワーク」という用語は、しばしば置換可能に使用される。Ｃ
ＤＭＡネットワークは、例えば、ユニバーサル地上ラジオ・アクセス（ＵＴＲＡ）、ＣＤ
ＭＡ２０００等のようなラジオ技術を実現しうる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－Ｃ
ＤＭＡ）および低チップ・レート（ＬＣＲ）を含んでいる。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－
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２０００規格、ＩＳ－９５規格、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネット
ワークは、例えばグローバル移動体通信システム通信（ＧＳＭ）のようなラジオ技術を実
現しうる。
【００２２】
　ＯＦＤＭＡネットワークは、例えば、イボルブドＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ
　８０２．１１、ＩＥＥＥ　８０２．１６、ＩＥＥＥ　８０２．２０、フラッシュ－ＯＦ
ＤＭ（登録商標）等のようなラジオ技術を実現する。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、およびＧ
ＳＭは、ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ）の一
部である。ロング・ターム・イボリューション（ＬＴＥ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵ
ＭＴＳの最近のリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＧＳＭ、ＵＭＴＳ、およびＬ
ＴＥは、「第３世代パートナシップ計画」（３ＧＰＰ）と命名された組織からの文書に記
載されている。ＣＤＭＡ２０００は、「第３世代パートナシップ計画２」（３ＧＰＰ２）
と命名された組織からの文書に記載されている。これらさまざまなラジオ技術および規格
は、当該技術分野において知られている。明確にするために、これら技術のある態様は、
以下において、ＬＴＥについて記載されており、ＬＴＥ用語が以下の説明の多くで使用さ
れる。
【００２３】
　シングル・キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）は、単一のキャリア変調お
よび周波数領域等値化を利用する技術である。ＳＣ－ＦＤＭＡは、ＯＦＤＭＡシステムと
同じ性能、および実質的に同じ全体的な複雑さを有する。ＳＣ－ＦＤＭＡ信号は、固有の
単一キャリア構造により、低いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を有する。ＳＣ－ＦＤＭ
Ａは、送信電力効率の観点において、低ＰＡＰＲがモバイル端末に大いに有益となるアッ
プリンク通信において、特に大きな注目を集めた。それは現在、３ＧＰＰロング・ターム
・イボリューション（ＬＴＥ）またはイボルブドＵＴＲＡにおけるアップリンク多元接続
スキームのための動作前提である。
【００２４】
　図１に示すように、１つの実施形態にしたがう多元接続無線通信システムが例示される
。アクセス・ポイント１００（ＡＰ）は、１つは１０４、１０６を含み、他のものは１０
８、１１０を含み、さらに他のものは１１２、１１４を含む複数のアンテナ・グループを
含んでいる。図１では、おのおののアンテナ・グループについて２本のアンテナしか示さ
れていない。しかしながら、おのおののアンテナ・グループについて、それより多くまた
はそれより少ないアンテナが利用されうる。アクセス端末１１６（ＡＴ）はアンテナ１１
２およびアンテナ１１４と通信しており、アンテナ１１２、１１４は、順方向リンク１２
０でアクセス端末１１６へ情報を送信し、逆方向リンク１１８でアクセス端末１１６から
情報を受信する。アクセス端末１２２は、アンテナ１０６、１０８と通信しており、アン
テナ１０６、１０８は、順方向リンク１２６でアクセス端末１２２へ情報を送信し、逆方
向リンク１２４でアクセス端末１２２から情報を受信する。周波数分割デュプレクス（Ｆ
ＤＤ）システムでは、通信リンク１１８、１２０、１２４および１２６は、通信のために
異なる周波数を使用しうる。例えば、順方向リンク１２０は、逆方向リンク１１８によっ
て使用されるものとは異なる周波数を使用することができる。
【００２５】
　通信するように設計された領域および／またはアンテナのおのおののグループはしばし
ば、アクセス・ポイントのセクタと称される。実施形態では、おのおののアンテナ・グル
ープは、アクセス・ポイント１００によってカバーされる領域のセクタ内のアクセス端末
と通信するように設計される。
【００２６】
　順方向リンク１２０、１２６による通信では、アクセス・ポイント１００の送信アンテ
ナは、別のアクセス端末１１６、１２４の順方向リンクの信号対雑音比を改善するために
、ビームフォーミングを利用する。さらに、有効範囲領域にわたってランダムに散在する
アクセス端末へ送信するためにビームフォーミングを用いるアクセス・ポイントは、全て
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のアクセス端末へ単一のアンテナによって送信するアクセス・ポイントよりも、近隣のセ
ル内のアクセス端末に対して少ない干渉しかもたらさない。
【００２７】
　アクセス・ポイントは、端末と通信するために使用される固定局であり、アクセス・ポ
イント、ノードＢ、あるいはその他幾つかの専門用語でも称されうる。アクセス端末はま
た、アクセス端末、ユーザ機器（ＵＥ）、無線通信デバイス、端末、アクセス端末、ある
いはその他いくつかの専門用語で称されうる。
【００２８】
　図２は、ＭＩＭＯシステム２００における送信機システム２１０（アクセス・ポイント
としても知られている）および受信機システム２５０（アクセス端末としても知られてい
る）の実施形態のブロック図である。送信機システム２１０では、多くのデータ・ストリ
ーム用のトラフィック・データが、データ・ソース２１２から送信（ＴＸ）データ・プロ
セッサ２１４に提供される。
【００２９】
　実施形態では、おのおののデータ・ストリームが、それぞれの送信アンテナを介して送
信される。ＴＸデータ・プロセッサ２１４は、おのおののデータ・ストリームのトラフィ
ック・データをフォーマットし、このデータ・ストリームのために選択された特定の符号
化スキームに基づいて符号化し、インタリーブして、符号化されたデータを提供する。
【００３０】
　おのおののデータ・ストリームの符号化されたデータは、ＯＦＤＭ技術を用いてパイロ
ット・データと多重化されうる。パイロット・データは一般に、既知の手法で処理される
既知のデータ・パターンであり、チャネル応答を推定するために受信機システムにおいて
使用されうる。おのおののデータ・ストリームについて多重化されたパイロットおよび符
号化されたデータは、その後、このデータ・ストリームのために選択された特定の変調ス
キーム（例えば、ＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、Ｍ－ＰＳＫ、またはＭ－ＱＡＭ）に基づいて変調
（すなわち、シンボル・マップ）され、変調シンボルが提供される。おのおののデータ・
ストリームのデータ・レート、符号化、および変調は、プロセッサ２３０によって実行さ
れる命令群によって決定されうる。
【００３１】
　すべてのデータ・ストリームの変調シンボルは、（例えば、ＯＦＤＭのための）変調シ
ンボルを処理するＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０に提供される。ＴＸ　ＭＩＭＯプロセ
ッサ２２０はその後、ＮＴ個の変調シンボル・ストリームを、ＮＴ個の送信機（ＴＭＴＲ
）２２２ａ乃至２２２ｔへ提供する。ある態様では、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ２２０は
、データ・ストリームのシンボル、および、そのシンボルが送信されるアンテナへ、ビー
ムフォーミング重みを適用する。
【００３２】
　おのおのの送信機２２２は、１または複数のアナログ信号を提供するために、それぞれ
のシンボル・ストリームを受信して処理し、さらには、ＭＩＭＯチャネルを介した送信に
適切な変調信号を提供するために、このアナログ信号を調整（例えば、増幅、フィルタ、
およびアップコンバート）する。送信機２２２ａ乃至２２２ｔからのＮＴ個の変調信号は
、その後、ＮＴ個のアンテナ２２４ａ乃至２２４ｔからそれぞれ送信される。
【００３３】
　受信機システム２５０では、送信された変調信号がＮＲ個のアンテナ２５２ａ乃至２５
２ｒによって受信され、おのおののアンテナ２５２からの受信信号が、それぞれの受信機
（ＲＣＶＲ）２５４ａ乃至２５４ｒへ提供される。おのおのの受信機２５４は、受信した
それぞれの信号を調整（例えば、フィルタ、増幅、およびダウンコンバート）し、この調
整された信号をデジタル化してサンプルを提供し、さらにこのサンプルを処理して、対応
する「受信された」シンボル・ストリームを提供する。
【００３４】
　ＲＸデータ・プロセッサ２６０は、ＮＲ個の受信機２５４からＮＲ個のシンボル・スト
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リームを受信し、受信されたこれらシンボル・ストリームを、特定の受信機処理技術に基
づいて処理して、ＮＴ個の「検出された」シンボル・ストリームを提供する。ＲＸデータ
・プロセッサ２６０は、さらに、検出された各シンボル・ストリームを復調、デインタリ
ーブ、および復号し、データ・ストリームのトラフィック・データを復元する。ＲＸデー
タ・プロセッサ２６０による処理は、送信機システム２１０におけるＴＸ　ＭＩＭＯプロ
セッサ２２０およびＴＸデータ・プロセッサ２１４によって実行されるものと相補的であ
る。
【００３５】
　プロセッサ２７０は、上述したように、どの事前符号化行列を使用するのかを定期的に
決定する。さらに、プロセッサ２７０は、行列インデクス部およびランク値部を備えた逆
方向リンク・メッセージを規定することができる。
【００３６】
　逆方向リンク・メッセージは、通信リンクおよび／または受信されたデータ・ストリー
ムに関するさまざまなタイプの情報を備えうる。逆方向リンク・メッセージは、多くのデ
ータ・ストリームのトラフィック・データをデータ・ソース２３６から受け取るＴＸデー
タ・プロセッサ２３８によって処理され、変調器２８０によって変調され、送信機２５４
ａ乃至２５４ｒによって調整され、基地局２１０へ送り戻される。
【００３７】
　送信機システム２１０では、受信機システム２５０からの変調された信号が、アンテナ
２２４によって受信され、受信機２２２によって調整され、復調器２４０によって復調さ
れ、ＲＸデータ・プロセッサ２４２によって処理されることにより、受信機システム２５
０によって送信された逆方向リンク・メッセージが抽出される。さらに、プロセッサ２３
０は、ビームフォーミング重みを決定するためにどの事前符号化行列を使用するかを決定
し、この抽出されたメッセージを処理する。
【００３８】
　図３は、多くのユーザをサポートするように構成された無線通信システム３００を例示
する。ここでは、開示されたさまざまな実施形態および態様が実現される。図３に示すよ
うに、一例として、システム３００は、例えばマクロ・セル３０２ａ－３０２ｇのような
複数のセル３０２のための通信を提供する。ここで、おのおののセルは、対応するアクセ
ス・ポイント（ＡＰ）３０４（例えば、ＡＰ３０４ａ－３０４ｇ）によってサービス提供
される。おのおののセルはさらに、（例えば、１または複数の周波数をサービス提供する
ために、）１または複数のセクタへ分割されうる。ユーザ機器（ＵＥ）あるいは移動局と
しても置換可能に知られており、ＡＴ３０６ａ－３０６ｋを含むさまざまなアクセス端末
（ＡＴ）３０６が、システム全体にわたって分布している。
【００３９】
　ＵＥ３０６はおのおのの、例えば、ＵＥがアクティブであるか、および、ソフト・ハン
ドオフにあるかに依存して、所与の瞬間において、順方向リンク（ＦＬ）および／または
逆方向リンク（ＲＬ）によって、１または複数のＡＰ３０４と通信することができる。無
線通信システム３００は、大きな地理的領域にわたってサービスを提供することができ、
例えば、マクロ・セル３０２ａ－３０２ｇは、近隣の数ブロックをカバーしうる。
【００４０】
　（オーバヘッド・インジケーションに応じた最大電力スペクトル密度レポート）　
　本開示のある態様は、１または複数の近隣のアクセス・ポイントから過負荷インジケー
タを受信した後、例えば、最大電力スペクトル密度のような情報を、サービス提供アクセ
ス・ポイントへレポートするための方法を提案する。レポートされるべき情報は、サービ
ス提供アクセス・ポイントへ送信される前に、（例えば、ダウンリンク・データ・チャネ
ルに関する、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、事前符号化行列インデクス（ＰＭＩ
）、ランキング・インジケーション（ＲＩ）、または、アクノレッジメント（ＡＣＫ）／
否定的アクノレッジメント（ＮＡＣＫ）メッセージのような）その他の情報とともに多重
化されうる。それに加えて、この情報は、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）パケット・データ
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・ユニット（ＰＤＵ）で送信されうる。
【００４１】
　ＬＴＥ規格は、アップリンクとダウンリンクとの両方において、ユーザ機器（ＵＥ）間
でセル内直交性を提供する。したがって、同じセル内の送信間では干渉はないが、セル間
での干渉はある。セル間干渉を低減し、かつ、特にセル端部におけるＵＥのパフォーマン
スを向上するために、アップリンク電力制御が使用されている。
【００４２】
　セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）は、セル間の干渉を制限するためのスケジューリング・ス
トラテジである。動的なＩＣＩＣでは、異なる近隣セルにおけるセル端部のＵＥは、干渉
を低減するために、スペクトルの補足部分にスケジュールされる。例えば、高干渉インジ
ケータ（ＨＩＩ）または過負荷インジケータ（ＯＩ）のような判定基準が、バックホール
・ネットワークを介して、セル（すなわち、アクセス・ポイント、ｅノードＢ）間で交換
されうる。
【００４３】
　高干渉インジケータ（ＨＩＩ）は、ＡＰがセル端部のＵＥをスケジュールすることを意
図しているセル帯域幅部分に関する情報を、近隣のＡＰへ提供しうる。セル端部のＵＥは
、セル間干渉に弱いので、ＡＰは、高干渉インジケータを受信すると、ＡＰ近傍の、高干
渉インジケータを発行したＵＥを、この帯域幅部分にスケジューリングすることを回避し
うる。
【００４４】
　過負荷インジケータ（ＯＩ）は、このセル帯域幅のおのおのの部分で経験されたアップ
リンク干渉レベルに関する情報を提供する。ＡＰは、いくつかのリソース・ブロックに関
する過負荷インジケータを受信すると、例えば、異なるリソースのセットを用いることに
より、スケジューリング・ストラテジを調節し、これらリソース・ブロックで生成された
干渉を低減しうる。これによって、過負荷インジケータを発行した近隣セルに関する干渉
状態を改善する。
【００４５】
　セル間干渉調整スキームによって、近隣セルにおける完全な周波数再利用がもたらされ
うる。アップリンクとダウンリンクとの両方のＩＣＩＣストラテジによって、近隣セルに
関するＵＥのラジオ・ワイズな位置に関する知見から利益を得ることができる。このよう
な知見は、異なるセルからの信号強度を測定しているＵＥから取得されうる。
【００４６】
　ある態様の場合、アクセス・ポイントは、近隣のアクセス・ポイントによってサービス
提供される１または複数のＵＥに過負荷インジケータを送信しうる。ＵＥは、サービス提
供アクセス・ポイントへ電力スペクトル密度値をレポートすることにより、ＯＩに応答し
うる。
【００４７】
　図４は、本開示のある態様にしたがって、セル間干渉調整のために過負荷インジケータ
を利用する無線通信システムを例示する。図示されるように、無線通信システム４００は
、少数のアクセス・ポイント（すなわち、ｅＮＢ）４０４ａ－４０４ｃおよびＵＥ４２０
を備える。ｅＮＢ４０４ａ－４０４ｃは、Ｘ２インタフェースによって互いに相互接続さ
れる。ｅＮＢ４０４ａ－４０４ｃはまた、Ｓ１インタフェースによって、ＥＰＣ（イボル
ブド・パケット・コア）４０７へ、さらに詳しくは、Ｓ１－ＭＭＥインタフェースによっ
てモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）へ、Ｓ１インタフェースによってサービス提供
ゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）へ接続されている。ＭＭＥおよびＳ－ＧＷは、集合的に４０８
ａ－４０８ｂで示されている。Ｓ１インタフェースは、ＭＭＥ、サービス提供ゲートウェ
イ４０８ａ－４０８ｂ、およびｅＮＢ４０４ａ－４０４ｃの間の多対多関係をサポートす
る。
【００４８】
　無線通信システム４００は、ＵＥ４２０による使用のために、ｅＮＢ（例えば、４０４
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ｂ、４０４ｃ）に、オーバ・ザ・エア（ＯＴＡ）によって干渉過負荷インジケータ（ＯＩ
）を送信させることによって、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行する。次に、ＵＥ４２
０は、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）レポート４２６を、サービス提供アク
セス・ポイント４０４ａに送信する。これは、他のアクセス・ポイント（例えば、４０４
ｂ）へはバックホール・ネットワーク（例えば、Ｘ２インタフェース）を介して調整する
。
【００４９】
　ＵＥ４２０においてＩＣＩＣ手順をサポートするために、ＵＥ４２０は、ＯＩ４３０を
受信する受信機４３４を有しうる。ＵＥはまた、コンピューティング・プラットフォーム
４３６を有しうる。これは、ＯＩ４３０を処理し、サブ帯域（すなわち、１または複数の
サブ・キャリア）毎の各リソース・ブロック（ＲＢ）の電力スペクトル密度（ＰＳＤ）値
を決定し、ＰＳＤ値の最大値（すなわち、ＰＳＤ＿Ｍａｘ）を選択する。ＵＥはまた、送
信機４３８を有しうる。これは、ＰＳＤ＿Ｍａｘ値４２６を、サービス提供アクセス・ポ
イント４０４ａへ送信する。
【００５０】
　ある態様の場合、ＵＥは、各サブ帯域のためサービス提供アクセス・ポイントへレポー
トされるべきその他の情報とともにＰＳＤ＿Ｍａｘ値を多重化しうる。例えば、ＵＥは、
ＰＳＤ＿Ｍａｘデータをサービス提供アクセス・ポイントへ送信するために、チャネル品
質インジケータ（ＣＱＩ）、事前符号化行列インデクス（ＰＭＩ）、ランク・インジケー
タ（ＲＩ）、または、ＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージ・フォーマットを利用しうる。
【００５１】
ＬＴＥ規格では、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ値をレポートするために、物理アップリンク制御
チャネル（ＰＵＣＣＨ）フォーマット２／２ａ／２ｂが使用される。これらのフォーマッ
トは、ＰＳＤ＿Ｍａｘ値を定期的に送信するために再使用されうる。
【００５２】
　ある態様の場合、ＰＳＤ＿Ｍａｘ値は、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩレポートまたはＡＣＫ／
ＮＡＣＫメッセージとともに、異なる方式で多重化されうる。例えば、ＣＱＩ／ＰＭＩ／
ＲＩペイロード部分は、サービス提供アクセス・ポイントへＰＳＤ＿Ｍａｘをレポートす
るために使用されうる。したがって、サービス提供アクセス・ポイントは、ＰＳＤ＿Ｍａ
ｘレポートのために、ペイロード中のあるビット数を確保しうる。例えば、サービス提供
ＡＰは、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩペイロードの３ビットを、ＰＳＤ＿Ｍａｘレポートのため
に割り当てうる。ある態様の場合、ＰＳＤ＿Ｍａｘレポートに割り当てられたビット数は
、異なる送信のために変動しうる。
【００５３】
　あるいは、サービス提供アクセス・ポイントは、フォーマット２／２ａ／２ｂのために
、ＰＵＣＣＨチャネルで、固定数のペイロードを送信するようにＵＥを設定しうる。異な
る送信では、ＰＳＤ＿Ｍａｘは、利用度に応じて、異なる数のビットでレポートされうる
。例えば、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩメッセージのペイロードに、１０ビットが割り当てられ
る場合、ＰＳＤ＿Ｍａｘは、ある送信では、ペイロードのうちの５ビットでレポートされ
、別の送信では、３ビットでレポートされうる。したがって、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩのた
めのペイロード分割、および、ＰＳＤ＿Ｍａｘのペイロード部分は、設定可能であるか、
固定されているかの何れかでありうる。
【００５４】
　ある態様の場合、ＰＳＤ＿Ｍａｘ値の送信、および、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩまたはＡＣ
Ｋ／ＮＡＣＫメッセージの送信の頻度（すなわち、周期）は、異なりうる。例えば、所定
の時間において、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＡＣＫ値をレポートする必要がないのであれば
、ＵＥは、ＣＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩまたはＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージのためのレポート・
フォーマットのうちの１つを用いて、ＰＳＤ＿Ｍａｘ値のみを送信しうる。
【００５５】
　ある態様の場合、ＵＥは、任意のレポート・インスタンスにおいて、１または複数のＰ
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ＳＤ＿Ｍａｘ値を送信し、経時的に別のサブ帯域をサイクルして、すべてのサブ帯域のた
めのＰＳＤ＿Ｍａｘ値をレポートする。ある態様の場合、ＵＥは、基準サブ帯域に関して
、異なるサブ帯域のために異なるＰＳＤ＿Ｍａｘ値を送信しうる。
【００５６】
　ある態様の場合、ＵＥは、物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）において非定
期的にＰＳＤ＿Ｍａｘ値を送信するために、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）パケット・デー
タ・ユニット（ＭＰＤＵ）を利用しうる。ＵＥは、ＰＵＣＣＨレポート方法またはＭＰＤ
Ｕレポート方法のうちの何れか、あるいは両方を用いるように構成されうる。
【００５７】
　ある態様の場合、ＰＳＤ＿Ｍａｘ値は、ＰＵＣＣＨレポート・モードまたはＭＰＤＵレ
ポート・モードにおいて異なる分解能で送信されうる。例えば、アクセス・ポイントは、
ＭＡＣ　ＰＤＵレポート・モードと比較して、より低い分解能を備えたＰＳＤ＿Ｍａｘの
送信のために、ＰＵＣＣＨレポート・モードを設定しうる。分解能が低いことは、同等の
サブ帯域サイズのために、より少ないビット数を用いることであるか、または、より大き
なサブ帯域サイズのために、同等のビット数を用いることであることにより、フル帯域幅
をレポートするためのビット数が少なくなることを意味する。
【００５８】
　ある態様の場合、各ＲＢの最大および最小の電力スペクトル密度がそれぞれ２３ｄＢお
よび－７０ｄＢであるシステムでは、ＰＳＤ＿Ｍａｘの範囲は、９３ｄＢでありうる。こ
れは、６または７ビットによってレポートされうる。ＰＳＤ＿Ｍａｘ値はまた、高電力領
域においてより良い分解能でレポートされうる。
【００５９】
　ＰＳＤ＿Ｍａｘは、例えば、絶対値レポートまたはマルチ・レベル・レポートのような
異なるフォーマットでレポートされうる。絶対値レポートでは、ｄＢｍにおけるＲＢ毎の
最大電力が、固定ビット数（例えば、６ビット）を用いてレポートされうる。ＰＵＣＣＨ
チャネルにおいてＣＱＩとともに多重化するために適切であるマルチ・レベル・レポート
では、干渉元のセルのインデクスをレポートするために３ビットが使用されうる。これは
、緩慢な時間スケール（例えば、２００ミリ秒）で更新されうる。さらに、経路喪失相違
をレポートするために、３－４ビットが利用されうる。これは、緩慢な時間スケール（例
えば、２００ミリ秒）を有する。さらに、累積的なオーバ・ザ・エアの干渉補正をレポー
トするために３－４ビットが使用されうる。これは、速い時間スケール（例えば、１０ミ
リ秒）を有しうる。
【００６０】
　ＰＳＤ＿Ｍａｘがレポートされるサブ帯域の数は、サービス提供セルによって、ラジオ
・リソース制御（ＲＲＣ）レイヤにおけるシグナリングによって設定されうる。ＲＲＣレ
イヤは、ブロードキャスト、ページング、ＲＲＣ接続管理、ラジオ・ベアラ管理、ＵＥ測
定レポート、および制御等を担当する。過負荷インジケータが近隣のセルから受信される
サブ帯域の数と、サブ帯域毎のビット数もまた、ＲＲＣシグナリングによって設定されう
る。
【００６１】
　図５は、本開示のある態様にしたがって、過負荷インジケータに応じて情報をレポート
するために、ＵＥによって実行されうる動作の例を例示する。５０２では、ＵＥが、１ま
たは複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケータ・メ
ッセージを受信する。５０４では、ＵＥが、１または複数のサブキャリアについてレポー
トする情報を、過負荷インジケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算する。例え
ば、ＵＥは、各サブ帯域のための最大スペクトル密度値を計算しうる。
【００６２】
　５０６では、ＵＥは、この計算された情報を、サービス提供アクセス・ポイントにレポ
ートされるべき他の情報とともに多重化する。例えば、ＵＥは、ＰＵＣＣＨにおけるＣＱ
Ｉ／ＰＭＩ／ＲＩまたはＡＣＫ／ＮＡＣＫメッセージとともにＰＳＤ＿Ｍａｘを多重化す



(16) JP 5678065 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

るか、または、ＭＡＣ＿ＰＤＵとともにＰＳＤ＿Ｍａｘを送信しうる。
【００６３】
　図６は、本開示のある態様にしたがって、過負荷インジケータに応じて情報を受信する
ために、アクセス・ポイントによって実行されうる動作の例を例示する。６０２では、ア
クセス・ポイントが、過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を
受信する。ここで、この情報は、レポートされるべき他の情報とともに多重化されている
。６０４では、この受信された情報に基づいて、アクセス・ポイントが、セル間干渉調整
（ＩＣＩＣ）を実行する。
【００６４】
　本開示に関連して説明されたさまざまな例示的な論理ブロック、モジュール、および回
路を、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（Ａ
ＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）もしくはその他
のプログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、ディスクリート・ゲートもしくはトランジス
タ・ロジック、ディスクリート・ハードウェア構成要素、または本明細書で説明される機
能を実行するように設計されたその任意の組み合わせを用いて実施または実行することが
できる。汎用プロセッサは、マイクロ・プロセッサとすることができるが、代替案では、
プロセッサを、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、または
順序回路とすることができる。プロセッサは、例えばＤＳＰとマイクロ・プロセッサとの
組み合わせ、複数のマイクロ・プロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１または複数のマイク
ロ・プロセッサ、またはその他任意のこのような構成であるコンピューティング・デバイ
スの組み合わせとして実現されうる。
【００６５】
　本開示に関連して説明された方法またはアルゴリズムのステップを、ハードウェアで直
接的に、プロセッサによって実行されるソフトウェア・モジュールによって、またはこの
２つの組合せによって実施することができる。ソフトウェア・モジュールは、当該技術分
野において周知のすべての形式の記憶媒体に常駐することができる。使用できる記憶媒体
のいくつかの例は、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、読取専用メモリ（ＲＯＭ）
、フラッシュメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタ、ハードディス
ク、リムーバブル・ディスク、ＣＤ－ＲＯＭなどを含む。ソフトウェア・モジュールは、
単一の命令または複数の命令を備えることができ、複数の異なるコード・セグメント上で
、異なるプログラムの間で、および複数の記憶媒体にまたがって分散させることができる
。記憶媒体を、プロセッサが記憶媒体から情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込める
ように、プロセッサに結合することができる。あるいは、この記憶媒体は、プロセッサに
統合されうる。
【００６６】
　本明細書で開示された方法は、説明された方法を達成するための１または複数のステッ
プまたは動作を備える。方法ステップおよび／または動作は、特許請求の範囲のスコープ
から逸脱せずに相互に置換することができる。言い換えると、ステップまたは動作の特定
の順序が指定されていない限り、特定のステップおよび／または動作の順序および／また
は使用は、特許請求の範囲のスコープから逸脱せずに変更されうる。
【００６７】
　説明された機能を、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはその任意の
組合せで実施することができる。ソフトウェアで実現される場合、これら機能は、コンピ
ュータ読取可能な媒体に、１または複数の命令群として格納される。記憶媒体は、コンピ
ュータによってアクセスされうる利用可能な任意の媒体である。例として、限定すること
なく、このようなコンピュータ読取可能な媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ
－ＲＯＭまたはその他の光ディスク記憶装置、磁気ディスク記憶装置またはその他の磁気
記憶デバイス、あるいは、所望のプログラム・コード手段を命令群またはデータ構造の形
式で搬送または格納するために使用され、しかも、コンピュータによってアクセスされう
るその他任意の媒体を備えうる。本明細書で使用されるようなディスク（ｄｉｓｋおよび
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ｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディスク（ＣＤ）、レーザ・ディスク、光ディスク、ディジ
タル・バーサタイル・ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびＢ
ｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスクを含んでいる。ここで、ｄｉｓｋは通常、データを磁
気的に再生する一方、ｄｉｓｃは、レーザを用いてデータを光学的に再生する。
【００６８】
　ソフトウェアまたは命令群は、送信媒体を介しても送信される。例えば、同軸ケーブル
、光ファイバ・ケーブル、ツイスト・ペア、デジタル加入者線（ＤＳＬ）、あるいは、例
えば赤外線、無線およびマイクロ波のような無線技術を使用して、ウェブサイト、サーバ
、あるいはその他の遠隔ソースからソフトウェアが送信される場合、同軸ケーブル、光フ
ァイバ・ケーブル、ツイスト・ペア、ＤＳＬ、あるいは、例えば赤外線、無線およびマイ
クロ波のような無線技術が、媒体の定義に含まれる。
【００６９】
　さらに、本明細書で説明された方法および技法を実行するためのモジュールおよび／ま
たは他の適切な手段を、適宜、ユーザ端末および／または基地局によってダウンロードし
、かつ／または他の形式で入手することができることを了解されたい。例えば、そのよう
なデバイスを、本明細書で説明した方法を実行するための手段の転送を容易にするために
サーバに結合することができる。代替案では、本明細書で説明されるさまざまな方法を、
記憶手段（例えば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクト・ディスク（ＣＤ）またはフロッピー・
ディスクなどの物理記憶媒体など）を介して提供することができ、ユーザ端末および／ま
たは基地局が、記憶手段をデバイスに結合するか提供するときにさまざまな方法を入手す
ることができる。さらに、本明細書で説明された方法および技法をデバイスに提供するた
めに、その他任意の適切な技法を利用することができる。
【００７０】
　特許請求の範囲が、上述した正確な構成および構成要素に限定されないことを理解され
たい。さまざまな修正、変更、および変形を、特許請求の範囲の範囲から逸脱せずに、前
述した方法および装置の構成、動作、および詳細において実施することができる。
【００７１】
　前述したものは、本開示の実施形態に向けられているが、これら開示のその他およびさ
らなる実施形態が、本願の基本的な範囲から逸脱することなく考案され、この範囲は、以
下に示す特許請求の範囲によって決定される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　無線通信のための方法であって、
　１または複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケー
タ・メッセージを受信することと、
　前記１または複数のサブキャリアについてレポートする情報を、前記干渉過負荷インジ
ケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算することと、
　前記計算された情報を、サービス提供アクセス・ポイントにレポートされたその他の情
報を用いて多重化することと、
を備える方法。
［Ｃ２］
　前記計算された情報は、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）である、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ３］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、複数のサブキャリアについてレポートされる、Ｃ２に記載の方
法。
［Ｃ４］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の異なるインス
タンスにおける異なるサブキャリアについてレポートされる、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
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　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のうちの１また
は複数のビットでレポートされる、Ｃ２に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記サービス提供アクセス・ポイントから、ビット数を示すインジケーションを受信す
ること、をさらに備えるＣ５に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ビット数は、前記サービス提供アクセス・ポイントによって設定可能である、Ｃ６
に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記多重化することは、前記計算された情報を、前記レポートされたその他の情報とは
異なる周期で送信することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記多重化することは、前記計算された情報を、前記レポートされたその他の情報を用
いて、物理アップリンク制御チャネルの単一のインスタンスにおいて多重化することを備
える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記多重化することは、
　前記計算された情報を、前記レポートされたその他の情報を用いて、１または複数の物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において、第１の分解能で多重化することと
、
　前記計算された情報を、１または複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコル・デー
タ・ユニット（ＭＰＤＵ）において、第２の分解能で送信することと、
を備えるＣ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記レポートされたその他の情報は、ダウンリンク・データ・チャネルに関する、チャ
ネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、事前符号化行列インデクス（ＰＭＩ）、ランキング・
インジケーション（ＲＩ）、または、アクノレッジメント（ＡＣＫ）／否定的アクノレッ
ジメント（ＮＡＣＫ）メッセージのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　無線通信のための方法であって、
　過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信することと、こ
こで、前記情報は、レポートされたその他の情報を用いて多重化されている、
　前記受信された情報に基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行することと、
を備える方法。
［Ｃ１３］
　１または複数の干渉過負荷インジケータ・メッセージを、近隣のアクセス・ポイントに
よってサービス提供されている１または複数のユーザ機器に送信することをさらに備える
、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記受信された情報は、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）である、Ｃ１２に
記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、複数のサブキャリアについて受信される、Ｃ１４に記載の方法
。
［Ｃ１６］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の異なるインス
タンスにおける異なるサブキャリアについて受信される、Ｃ１５に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のうちの１また
は複数のビットでレポートされる、Ｃ１４に記載の方法。
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［Ｃ１８］
　ビット数を示すインジケーションを、前記ユーザ機器に送信することをさらに備える、
Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記ビット数は、サービス提供アクセス・ポイントによって設定可能である、Ｃ１８に
記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記情報は、前記レポートされたその他の情報とは異なる周期で受信される、Ｃ１２に
記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記情報と、前記レポートされたその他の情報とは、物理アップリンク制御チャネルの
単一のインスタンスで受信される、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記受信することは、
　前記情報を、１または複数の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において、
第１の分解能で受信することと、
　前記情報を、１または複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコル・データ・ユニッ
ト（ＭＰＤＵ）において、第２の分解能で受信することと、
を備えるＣ１２に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記レポートされたその他の情報は、ダウンリンク・データ・チャネルに関する、チャ
ネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、事前符号化行列インデクス（ＰＭＩ）、ランキング・
インジケーション（ＲＩ）、または、アクノレッジメント（ＡＣＫ）／否定的アクノレッ
ジメント（ＮＡＣＫ）メッセージのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ１２に記載の方法
。
［Ｃ２４］
　無線通信のための装置であって、
　１または複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケー
タ・メッセージを受信するためのロジックと、
　前記１または複数のサブキャリアについてレポートする情報を、前記干渉過負荷インジ
ケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算するためのロジックと、
　前記計算された情報を、サービス提供アクセス・ポイントにレポートされたその他の情
報を用いて多重化するためのロジックと、
を備える装置。
［Ｃ２５］
　前記計算された情報は、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）である、Ｃ２４に
記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、複数のサブキャリアについてレポートされる、Ｃ２５に記載の
装置。
［Ｃ２７］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の異なるインス
タンスにおける異なるサブキャリアについてレポートされる、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のうちの１また
は複数のビットでレポートされる、Ｃ２５に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記サービス提供アクセス・ポイントから、ビット数を示すインジケーションを受信す
るためのロジックをさらに備える、Ｃ２８に記載の装置。
［Ｃ３０］



(20) JP 5678065 B2 2015.2.25

10

20

30

40

50

　前記ビット数は、前記サービス提供アクセス・ポイントによって設定可能である、Ｃ２
９に記載の装置。
［Ｃ３１］
　前記多重化するためのロジックは、前記計算された情報を、前記レポートされたその他
の情報とは異なる周期で送信するためのロジックを備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ３２］
　前記多重化するためのロジックは、前記計算された情報を、前記レポートされたその他
の情報を用いて、物理アップリンク制御チャネルの単一のインスタンスにおいて多重化す
るためのロジックを備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ３３］
　前記多重化ためのロジックは、
　前記計算された情報を、前記レポートされたその他の情報を用いて、１または複数の物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において、第１の分解能で多重化するための
ロジックと、
　前記計算された情報を、１または複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコル・デー
タ・ユニット（ＭＰＤＵ）において、第２の分解能で送信するためのロジックと、
を備えるＣ２４に記載の装置。
［Ｃ３４］
　前記レポートされたその他の情報は、ダウンリンク・データ・チャネルに関する、チャ
ネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、事前符号化行列インデクス（ＰＭＩ）、ランキング・
インジケーション（ＲＩ）、または、アクノレッジメント（ＡＣＫ）／否定的アクノレッ
ジメント（ＮＡＣＫ）メッセージのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ２４に記載の装置
。
［Ｃ３５］
　無線通信のための装置であって、
　過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信するためのロジ
ックと、ここで、前記情報は、レポートされたその他の情報を用いて多重化されている、
　前記受信された情報に基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行するためのロジッ
クと、
を備える装置。
［Ｃ３６］
　１または複数の干渉過負荷インジケータ・メッセージを、近隣のアクセス・ポイントに
よってサービス提供されている１または複数のユーザ機器に送信するためのロジックをさ
らに備える、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ３７］
　前記受信された情報は、最大電力スペクトル密度（ＰＳＤ＿Ｍａｘ）である、Ｃ３５に
記載の装置。
［Ｃ３８］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、複数のサブキャリアについて受信される、Ｃ３７に記載の装置
。
［Ｃ３９］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）の異なるインス
タンスにおける異なるサブキャリアについて受信される、Ｃ３８に記載の装置。
［Ｃ４０］
　前記ＰＳＤ＿Ｍａｘは、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のうちの１また
は複数のビットでレポートされる、Ｃ３７に記載の装置。
［Ｃ４１］
　ビット数を示すインジケーションを、前記ユーザ機器に送信するためのロジックをさら
に備える、Ｃ４０に記載の装置。
［Ｃ４２］
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　前記ビット数は、サービス提供アクセス・ポイントによって設定可能である、Ｃ４１に
記載の装置。
［Ｃ４３］
　前記情報は、前記レポートされたその他の情報とは異なる周期で受信される、Ｃ３５に
記載の装置。
［Ｃ４４］
　前記情報と、前記レポートされたその他の情報とは、物理アップリンク制御チャネルの
単一のインスタンスで受信される、Ｃ３５に記載の装置。
［Ｃ４５］
　前記受信するためのロジックは、
　前記情報を、１または複数の物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）において、
第１の分解能で受信するためのロジックと、
　前記情報を、１または複数の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）プロトコル・データ・ユニッ
ト（ＭＰＤＵ）において、第２の分解能で受信するためのロジックと、
を備えるＣ３５に記載の装置。
［Ｃ４６］
　前記レポートされたその他の情報は、ダウンリンク・データ・チャネルに関する、チャ
ネル品質インジケータ（ＣＱＩ）、事前符号化行列インデクス（ＰＭＩ）、ランキング・
インジケーション（ＲＩ）、または、アクノレッジメント（ＡＣＫ）／否定的アクノレッ
ジメント（ＮＡＣＫ）メッセージのうちの少なくとも１つを備える、Ｃ３５に記載の装置
。
［Ｃ４７］
　無線通信のための装置であって、
　１または複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケー
タ・メッセージを受信する手段と、
　前記１または複数のサブキャリアについてレポートする情報を、前記干渉過負荷インジ
ケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算する手段と、
　前記計算された情報を、サービス提供アクセス・ポイントにレポートされたその他の情
報を用いて多重化する手段と、
を備える装置。
［Ｃ４８］
　無線通信のための装置であって、
　過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信する手段と、こ
こで、前記情報は、レポートされたその他の情報を用いて多重化されている、
　前記受信された情報に基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行する手段と、
を備える装置。
［Ｃ４９］
　１または複数のプロセッサによって実行可能な、格納された命令群を有するコンピュー
タ読取可能な媒体を備える、無線通信のためのコンピュータ・プログラム製品であって、
前記命令群は、
　１または複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケー
タ・メッセージを受信するための命令群と、
　前記１または複数のサブキャリアについてレポートする情報を、前記干渉過負荷インジ
ケータ・メッセージにおける情報に基づいて計算するための命令群と、
　前記計算された情報を、サービス提供アクセス・ポイントにレポートされたその他の情
報を用いて多重化するための命令群と、
を備えるコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ５０］
　１または複数のプロセッサによって実行可能な、格納された命令群を有するコンピュー
タ読取可能な媒体を備える、無線通信のためのコンピュータ・プログラム製品であって、
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前記命令群は、
　過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信するための命令
群と、ここで、前記情報は、レポートされたその他の情報を用いて多重化されている、
　前記受信された情報に基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行するための命令群
と、
を備えるコンピュータ・プログラム製品。
［Ｃ５１］
　無線通信のための装置であって、
　１または複数の近隣のアクセス・ポイントから、１または複数の干渉過負荷インジケー
タ・メッセージを受信し、
　１または複数のサブキャリアについてレポートする情報を、前記干渉過負荷インジケー
タ・メッセージにおける情報に基づいて計算し、
　前記計算された情報を、サービス提供アクセス・ポイントにレポートされたその他の情
報を用いて多重化する、
ように構成された少なくとも１つのプロセッサを備える、装置。
［Ｃ５２］
　無線通信のための装置であって、
　過負荷インジケータ・メッセージに応じて、ユーザ機器から情報を受信し、ここで、前
記情報は、レポートされたその他の情報を用いて多重化されている、
　前記受信された情報に基づいて、セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）を実行する、
ように構成された少なくとも１つのプロセッサを備える、装置。

【図１】 【図２】
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